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Ⅰ．緒　言

フッ化物配合歯磨剤は、一般の生活者が最も簡単に入手できるホームケアとしてのフッ化物

応用法であり、世界的な応用実績も70年に達し、広範に普及している1）。わが国のフッ化物配

合歯磨剤の市場占有率は、1985年の約12％から2020年の92％へ上昇し、「12歳児むし歯経験

歯数（DMFT）」は、1985年の4.63本から2020年の0.68本へ減少している2）。フッ化物配合歯

磨剤の使用は、成人の歯根面う蝕にも予防効果が認められており3）、乳幼児期から高齢期まで

生涯を通じて応用できる身近なフッ化物の応用方法である4）。2017年に、フッ化物イオン濃度

1 ,000～ 1 ,500ppmの高濃度フッ化物配合歯磨剤が日本で初めて医薬部外品として承認され

た。「う蝕予防の実際フッ化物局所応用実施マニュアル」5）では、フッ化物配合歯磨剤の有効

性と安全性を高めることを目的に、科学的観点から推奨される使用方法が次のように示されて

いる。①歯ブラシに年齢に応じた量の歯磨剤をつける。②磨く前に歯磨剤を歯面全体に広げ

る。③ 2 ～ 3 分間歯磨剤による泡立ちを保つような歯磨きをする（とくに歯磨き方法にはこ

だわらない）。④歯磨剤を吐き出す。⑤10～ 15mlの水を口に含む。⑥ 5 秒程度ブクブクうが

いをする。⑦うがいは 1 回のみとし、吐き出した後はうがいをしない。⑧その後 1 ～ 2 時間

程度は飲食をしないことが望ましい。さらにフッ化物配合歯磨剤を用いたブラッシング回数

は、 1 日 2 ～ 3 回と頻度が高いことが望ましい。このように歯磨剤に対する考え方は、従来

のブラッシングテクニック重視の「歯磨きの補助剤」から、現在はフッ化物配合歯磨剤の応用

重視の「積極的な予防剤」へと変化しており5）、歯科専門家をはじめとする保健関係者はフッ

化物配合歯磨剤の適正な利用方法をアドバイスすべきである6）との指摘がある。

歯科衛生学生を対象に歯磨剤の使用ならびに歯科保健行動の変化について検討した先行研究

では、歯科衛生教育は、歯科衛生学生の歯科保健行動および意識の向上に対して良い影響を与
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えると述べている7）。しかし、歯科衛生士を対象とした先行研究では、フッ化物配合歯磨剤の

効果的な使用法で歯科保健指導をしている場面が少なく、効果的な使用法の指導は歯科衛生士

に定着していないことが報告されている8）。本研究は、将来歯科保健指導を担う立場にある歯

科衛生学生を対象に、フッ化物配合歯磨剤および歯磨剤に関する教育を受けることにより歯科

保健行動ならびにフッ化物配合歯磨剤の使用状況に差がみられるかどうかを検討し、今後の歯

科衛生教育に資することを目的とした。

Ⅱ．対象および方法

１．調査対象者

M大学短期大学部歯科衛生学科の 1 年生63名、 2 年生65名、 3 年生43名の合計171名の

女性を対象に無記名自己記入式質問紙調査を実施した。全学年ともに、 1 年生がフッ化物配

合歯磨剤および歯磨剤に関する講義・実習を受講する前の2022年 7 月に調査を実施した。

２．調査項目

年齢、対象者の歯科受診状況、歯磨き指導の状況、歯磨剤の使用状況、歯磨きの状況につい

て調査を実施した。

（１）対象者の歯科受診状況

かかりつけ歯科医院の有無について、2020年歯科医療に関する生活者調査9）を参考に、「今

現在、ご自身のかかりつけ歯科医院はありますか」の質問に対し、「ない」「ある」の 2 件法

で回答を求めた。 1 年以内の歯科健診受診の状況について、平成28年国民健康・栄養調査10）

を参考に、「過去 1 年以内で歯の定期健診を受けていますか」の質問に対し、「受けていない」

「受けた」の 2 件法で回答を求めた。歯について 1 番の困りごとについて、「今現在、歯につ

いて 1 番の困りごとを教えてください」の質問に対し、「困っていることはない」「歯ぐきの

腫れや出血（歯肉炎）」「歯ぐきが下がる・歯がぐらつく（歯周炎）」「歯石の沈着」「むし歯

（う蝕）」「口臭」「歯がしみる（知覚過敏）」「歯の色（色の着色）」「その他」で回答を求めた。

選択肢は、医薬部外品の歯磨剤に記載できる効能又は効果11）を参考にした。

（２）歯磨き指導の状況

歯磨き指導を受けた経験について、「今までに歯磨き指導を受けたことがありますか」の質

問に対し、「受けたことがない」「受けたことがある」の 2 件法で回答を求めた。「受けたこと

がある」と回答した者を対象に、歯磨き指導を受けた場所について、「どこで歯磨き指導を受

けましたか」の質問に対し、「歯科医院」「幼稚園・保育園」「小学校」「中学校」「その他」で

回答を求めた。歯磨き指導の指導者ついて、「どなたから歯磨き指導を受けましたか」の質問

に対し、「歯科医師」「歯科衛生士」「学校の先生（教員）」「保健室の先生（養護教諭）」「わか
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らない」で回答を求めた。

（３）歯磨剤の使用状況

歯磨剤の使用開始時期について、「歯磨き粉（歯磨剤）を使い始めたのは、いつ頃からです

か」の質問に対し、「幼年期（0～ 4 歳）」「少年期前期（5～ 11歳）」「少年期後期（12～ 14

歳）」「青年期（15～ 24歳）」「わからない」で回答を求めた。ライフステージの区分は健康日

本21の資料12）を参考にした。少年期（5～ 14歳）は、小学生と中学生の時期を分けるために、

5 ～ 11歳を少年期前期、12～ 14歳を少年期後期とした。歯磨剤の使用開始の指導者につい

て、「歯磨き粉（歯磨剤）の使い方は、どなたから教えてもらいましたか」の質問に対し、「母

親」「父親」「兄弟姉妹」「歯科医師」「歯科衛生士」「記憶にない」で回答を求めた。現在使用

している歯磨剤の選択者について、「現在使用している歯磨き粉（歯磨剤）は、どなたが選ん

だものを使用していますか」の質問に対し、「自分」「母親または父親」「兄弟姉妹」「誰が選ん

だかわからない」「その他」で回答を求めた。過去 1 ヶ月間のフッ化物配合歯磨剤の使用につ

いて、「過去 1 ヶ月間でフッ化物配合の歯磨き粉（歯磨剤）を使用していますか」の質問に対

し、「使用している」「使用していない」「わからない」で回答を求めた。「使用している」と回

答した者を対象に、歯磨剤のフッ化物イオン濃度について、「使用している歯磨き粉（歯磨剤）

のフッ化物イオン濃度は何ppmですか」の質問に対し、「450ppm（500ppm）」「950ppm

（1,000ppm）」「 1 ,450ppm（1,500ppm）」「濃度がわからない」で回答を求めた。

（４）歯磨きの状況

過去 1 ヶ月間の歯磨きの状況について、フッ化物配合歯磨剤の推奨される効果的な使用法5）

および先行研究8）を参考に調査項目を設定した。「 1 日の歯磨き回数を教えてください」の質

問に対し、「 1 日 1 回」「 1 日 2 回」「 1 日 3 回以上」で回答を求めた。「歯磨きを行なうタ

イミングを教えてください」の質問に対し、「起床時」「朝食後」「昼食後」「夕食後」「就寝前」

「飲食後」で回答を求めた。「歯磨き粉（歯磨剤）の 1 回あたりの使用量は、どれくらいです

か」の質問に対し、「切った爪程度の少量」「 5 mm程度（小豆大程度）」「 1 cm程度（ハブラ

シの毛先半分程度）」「 2 cm程度（ハブラシの毛先全体）」で回答を求めた。「 1 回あたりの歯

磨き時間は、どれくらいですか」の質問に対し、「30秒」「 1 分」「 2 分」「 3 分」「 4 分以上」

で回答を求めた。「歯磨き後のうがいの回数は、何回ですか」の質問に対し、「うがいはしな

い」「 1 回」「 2 回」「 3 回以上」で回答を求めた。「歯磨き後のうがいをする時、うがい 1 回

あたりの口に含む水の量は、どれくらいですか」の質問に対し、「うがいはしない」「ごく少量

（10～ 15mL）」「口に少し含む（30mL程度）」「口いっぱいに含む（50mL）」で回答を求めた。

「歯磨き直後の飲食を避ける時間は、どれくらいですか」の質問に対し、「 0 分程度」「30分程

度」「 1 時間程度」「 2 時間程度」「 3 時間以上」「その他」で回答を求めた。
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３．統計解析

調査結果は調査項目の設問ごとに単純集計した。フッ化物配合歯磨剤および歯磨剤の講義・

実習を経験していない 1 年生を「知識のない群」、講義・実習を経験している 2 、 3 年生を

「知識のある群」の 2 群に分け、現在使用している歯磨剤の選択者、過去 1 ヶ月間のフッ化物

配合歯磨剤の使用、フッ化物配合歯磨剤のフッ化物イオン濃度、歯磨きの状況についてFisher

の正確確率検定を実施した。現在使用している歯磨剤の選択者については、「母親または父親」

「兄弟姉妹」「誰が選んだかわからない」「その他」をあわせて「自分以外」とした。過去 1 ヶ

月間のフッ化物配合歯磨剤の使用については、「使用していない」「わからない」をあわせて

「使用していない・わからない」とした。フッ化物配合歯磨剤の使用状況については、前述の

フッ化物配合歯磨剤の推奨される効果的な使用法をもとに区分を行なった。フッ化物配合歯磨

剤のフッ化物イオン濃度については、「450ppm」は除外し、「950ppm」「 1 ,450ppm」をあわ

せて「950ppm～ 1 ,450ppm」とした。歯磨剤の使用量については、「切った爪程度の少量」

「 5 mm程度」「 1 cm程度」をあわせて「 2 cm程度に満たない」とした。歯磨き時間につい

ては、「 2 分」「 3 分」「 4 分以上」をあわせて「 2 分以上」とした。歯磨き後の洗口回数に

ついては、「 2 回」「 3 回以上」をあわせて「 2 回以上」とした。歯磨き後の洗口 1 回あたり

の水量については、「口に少し含む（30mL程度）」「口いっぱいに含む（50mL）」をあわせて

「30～ 50mL程度」とした。歯磨き直後の飲食を避ける時間については、「 0 分程度」「30分

程度」「その他」をあわせて「 1 時間未満・その他」とし、「 1 時間程度」「 2 時間程度」「 3

時間以上」をあわせて「 1 時間以上」とした。

統計解析にはEZR13）を使用した。EZRはRおよびRコマンダーの機能を拡張した統計ソフ

トウェアである。統計学的有意水準は 5 ％とした。

４．倫理的配慮

対象者には本研究への参加は自由意志によるもので、不参加であっても学業成績を含め一切

不利益は生じないこと、研究に使用するために得られた内容は成績に一切関係しないことを文

書に明記し、口頭で説明を行なった。質問紙に同意チェック欄を設け、同意が確認できたもの

を統計解析の対象とした。

Ⅲ．結　果

１．対象者の概要

調査対象者171名のうち、調査協力の同意が得られ、回答に不備のない116名（有効回答率

67.8％）を解析対象者とした。性別はすべて女性であり、平均年齢（歳）は 1 年生が18.30±

0.5、 2 年生が19.38±0.6、 3 年生が20.30±0.5、全体で19.11±1.0であった。
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２．対象者の歯科受診状況（表1）

かかりつけ歯科医院の有無は、「ある」と回答したものが80名（69.0％）であった。 1 年以

内の歯科健診受診の状況は、「受けた」と回答したものが68名（58.6％）であった。歯につい

て 1 番の困りごとは、「歯の着色」が40名（34.5％）と最も多く、次いで「困りごとはない」

が35名（30.2％）、「知覚過敏」が 9 名（7.8％）、「口臭」が 7 名（6.0％）、「歯石の沈着」が

6 名（5.2％）、「う蝕」が 5 名（4.3％）、「歯肉炎」「歯周炎」があわせて 4 名（3.5％）であ

った。「その他」10名（8.6％）の内訳は、「歯並び・歯列」が 6 名、「咬み合わせ・顎関節症」

が 2 名、「咬合圧が強い」「健康かどうか知りたい」が 1 名ずつであった。

３．歯磨き指導の状況（表2）

歯磨き指導を受けた経験は、「受けたことがある」が88名（75.9％）で、受けたことがある

者のうち「歯磨き指導を受けた場所」の回答（複数回答）は、「歯科医院」が49名（55.7％）

と最も多く、次いで「小学校」42名（47.7％）であった。「その他」 3 名（3.4％）の内訳は、

「自宅」「市町村」「大学病院」であった。受けたことがある者のうち「歯磨き指導の指導者」

の回答（複数回答）は、「歯科衛生士」が60名（68.2％）と最も多く、次いで「わからない」

が14名（15.9％）、「保健室の先生（養護教諭）」が 9 名（10.2％）、「歯科医師」が 6 名（6.8

％）、「学校の先生（教員）」が 1 名（1.1％）であった。

４．歯磨剤の使用状況（表3）

（1）歯磨剤の使用開始時の状況

歯磨剤の使用開始時期は、「幼児期（0～ 4 歳）」が50名（43.1％）と最も多く、次いで「少

表 1　対象者の歯科受診状況
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年期前期（5～ 11歳）」が35名（30.2％）、「わからない」が30名（25.9％）、「少年期後期（12

～ 14歳）」が 1 名（0.9％）であった。「青年期（15～ 24歳）」と回答した者は 0 名であった。

歯磨剤の使用開始の指導者は、「母親」が77名（66.4％）と最も多く、次いで「記憶にない」

が34名（29.3％）、「歯科衛生士」が 3 名（2.6％）、「兄弟姉妹」「歯科医師」がそれぞれ 1 名

（0.9％）であった。「父親」と回答した者は 0 名であった。

（2）現在使用している歯磨剤の選択者

現在使用している歯磨剤の選択者は、「母親または父親」が77名（66.4％）と最も多く、次

いで「自分」が33名（28.4％）、「誰が選んだかわからない」が 4 名（3.4％）、「兄弟姉妹」が

1 名（0.9％）であった。「その他」 1 名（0.9％）の内訳は、「歯科医院で勧められたもの」で

あった。

（3）フッ化物配合歯磨剤の使用状況

過去 1 ヶ月間のフッ化物配合歯磨剤の使用は、「使用している」が83名（71.6％）と最も多

く、次いで「わからない」が26名（22.4％）、「使用していない」が 7 名（6.0％）であった。

フッ化物配合歯磨剤のフッ化物イオン濃度は、「濃度がわからない」が41名（35.3％）と最も

多く、次いで「 1 ,450ppm」が29名（25.0％）、「950ppm」が12名（10.3％）、「450ppm」が

1 名（0.9％）であった。なお、過去 1 ヶ月間のフッ化物配合歯磨剤の使用の調査項目で「わ

表 2　歯磨き指導の状況
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からない」「使用していない」と回答した者にフッ化物イオン濃度の回答は求めていないため、

「無回答」が33名（28.4％）であった。

５．歯磨きの状況（表4）

1 日の歯磨き回数は、「 1 日 2 回」が69名（59.5％）と最も多く、次いで「 1 日 3 回以上」

が47名（40.5％）であった。「 1 日 1 回」と回答した者は 0 名であった。歯磨きのタイミン

グは、起床時「磨く」が27名（23.3％）、朝食後「磨く」が103名（88.8％）、昼食後「磨く」

が39名（33.6％）、夕食後「磨く」が43名（37.1％）、就寝前「磨く」が79名（68.1％）、飲食

後「磨く」が 5 名（4.3％）であった。歯磨剤の使用量は、「 1 cm程度」が51名（44.0％）と

最も多く、次いで「 2 cm程度」が34名（29.3％）、「 5 mm程度」が30名（25.9％）、「切った

爪程度の少量」が 1 名（0.9％）であった。歯磨き時間は、「 3 分」が50名（43.1％）と最も

多く、次いで「 4 分以上」が41名（35.3％）、「 2 分」が19名（16.4％）、「 1 分」が 6 名

表 3　歯磨剤の使用状況
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（5.2％）であった。歯磨き後の洗口回数は、「 2 回」が60名（51.7％）と最も多く、次いで

「 3 回以上」が36名（31.0％）、「 1 回」が20名（17.2％）であった。「うがいはしない」と回

答した者は 0 名であった。歯磨き後の洗口 1 回あたりの水量は、「口に少し含む（30mL程

表 4　歯磨きの状況

─ 136 ─



歯科衛生学生における歯科保健行動とフッ化物配合歯磨剤の使用状況に関する検討

度）」が83名（71.6％）と最も多く、次いで「口いっぱいに含む（50mL）」が30名（25.9％）、

「ごく少量（10～ 15mL）」が 3 名（2.6％）であった。「うがいはしない」と回答した者は 0

名であった。歯磨き直後の飲食を避ける時間は、「30分程度」が33名（28.4％）と最も多く、

次いで「 1 時間程度」「 3 時間以上」がそれぞれ28名（24.1％）、「 2 時間程度」が23名（19.8

％）、「 0 分程度」が 2 名（1.7％）であった。「その他」 2 名（1.7％）の内訳は、「その時々」

「時と場合によって異なる」であった。

６．「知識のない群」と「知識のある群」の比較（表5）

フッ化物配合歯磨剤および歯磨剤の講義・実習を経験していない 1 年生の「知識のない群」

は54名（46.6％）、講義・実習を経験している 2 、 3 年生の「知識のある群」は62名（53.4

％）であった。 2 群をFisherの正確確率検定によって比較した結果を表 5 に示す。

（１）歯磨剤の使用状況

現在使用している歯磨剤の選択者について、「自分」と回答した者の割合は、「知識のある

群」（35.5％）のほうが「知識のない群」（20.4％）より高かったが、有意な差はみられなかっ

た。過去 1 ヶ月間のフッ化物配合歯磨剤の使用について、「使用している」と回答した者の割

合は、「知識のある群」（82.3％）のほうが「知識のない群」（59.3％）より有意に高かった（p

＝0.008）。過去 1 ヶ月間のフッ化物配合歯磨剤の使用で「使用している」と回答した者のう

ち、フッ化物イオン濃度「450ppm」のものを使用していると回答した 1 名を除外した82名

を 2 群に分けて比較した。フッ化物配合歯磨剤のフッ化物イオン濃度について「濃度がわか

らない」と回答した者の割合は、「知識のある群」（60.8％）のほうが「知識のない群」（32.3

％）より有意に高かった（p ＝0.022）。

（２）歯磨き状況

1 日の歯磨き回数を「 1 日 3 回以上」と回答した者の割合は、「知識のある群」（59.7％）

のほうが「知識のない群」（18.5％）より有意に高かった（p < 0.001）。歯磨きのタイミング

について、昼食後に「磨く」と回答した者の割合は、「知識のある群」（58.1％）のほうが「知

識のない群」（5.6％）より有意に高かった（p < 0.001）。起床時、朝食後、夕食後、就寝前、

飲食後に「磨く」と回答した者の割合について、有意な差はみられなかった。歯磨剤 1 回あ

たりの使用量について、「 2 cm程度」と回答した者の割合は、「知識のある群」（30.6％）のほ

うが「知識のない群」（27.8％）より高かったが、有意な差はみられなかった。歯磨き時間に

ついて、「 2 分以上」と回答した者の割合は、「知識のある群」（96.8％）のほうが「知識のな

い群」（92.6％）より高かったが、有意な差はみられなかった。歯磨き後の洗口回数について、

「 1 回」と回答した者の割合は、「知識のある群」（21.0％）のほうが「知識のない群」（13.0

％）よりも高かったが、有意な差はみられなかった。歯磨き後の洗口 1 回あたりの水量につ
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いて、「ごく少量（10～ 15mL）」と回答した者の割合は、「知識のある群」（3.2％）のほうが

「知識のない群」（1.9％）より高かったが、有意な差はみられなかった。歯磨き直後の飲食を

避ける時間について、「 1 時間以上」と回答した者の割合は、「知識のある群」（67.7％）のほ

うが「知識のない群」（68.5％）より低かったが、有意な差はみられなかった。

表 5　フッ化物配合歯磨剤および歯磨剤の知識の有無による比較

─ 138 ─



歯科衛生学生における歯科保健行動とフッ化物配合歯磨剤の使用状況に関する検討

Ⅳ．考　察

１．対象者の歯科受診状況

15歳～ 79歳の男女を対象とした2020年歯科医療に関する生活者調査では、かかりつけ歯科

医がいる者の割合は68.3％であった9）。本研究において、かかりつけ歯科医がいる者は全体の

69.0％であり、同程度の結果であった。平成28年度国民健康・栄養調査では、過去 1 年間に

歯科検診を受診した20代女性の割合は48.3％であった14）。健康日本21（第二次）では、受診

者のさらなる増加を目指して全体の目標値を令和 4 年度で65％と設定している15）。本研究に

おいては、 1 年以内の歯科健診受診者は全体の58.6％であった。かかりつけ歯科医のある者お

よび 1 年以内の歯科健診受診者の割合をみると、歯科衛生学生の口腔健康管理意識の高さが

伺えた。歯について 1 番の困りごとでは、う蝕および歯肉炎・歯周炎を挙げる者は少数であ

った。大学入学以降の青年期は、ライフスタイルの変化に伴い生活習慣が乱れやすく、う蝕や

歯周疾患のリスクが高まる時期である。大学生を対象とした先行研究では、定期的に歯科受診

していない者と 4 mm以上の歯周ポケット保有者との関連が認められており16）、歯周疾患検

診の受診者を対象とした先行研究では、かかりつけ歯科医のある者はない者と比較して、歯周

組織の状況や歯の清掃状態が良好な結果を示し、歯や口腔への満足度が高く、約半数の者が過

去 1 年間に歯科健診を受けていた17）。わが国の学校歯科保健活動において、小学生から高校

生までの間の学校歯科健診は学校保健安全法施行規則に基づいて実施されているが、大学での

歯科健診の実施は義務づけられていない18）。大学で歯科健診が実施されていない場合、学生

は自ら歯科医院を受診して口腔健康管理を行なわなければならない。大学においては学生の口

腔健康管理意識を高めることを視野に入れて、歯・口腔の健康に関して日常的に相談できるか

かりつけ歯科医を持つことや、定期歯科健診を受診するよう周知することが必要と考える。

２．歯磨き指導の状況

歯科大学新入生を対象にした研究において、入学した歯科衛生学生の88.0％が歯磨き指導を

受けた経験があると報告している19）。本研究において、歯磨き指導を受けたことがある者は、

全体で75.9％、 1 年生では87.0％であり、 1 年生の結果は先行研究と同程度であった。歯磨き

指導を受けたことがある者のうち、歯磨き指導を受けた場所を「歯科医院」と回答した者が約

5 割、「小学校」と回答した者が約 4 割であった。また、受けたことがある者のうち、指導者

を「歯科衛生士」と回答した者が 7 割近くで、「養護教諭」が約 1 割であった。学校歯科保健

参考資料である「『生きる力』を育む学校での歯・口の健康づくり」によると、子どもの歯磨

き指導では、フッ化物の効果について理解を促すとともに、自らフッ化物配合の歯磨剤を選択

できるように成分表示の見方を説明することが示されている20）。歯科医院の他に小学校にお

いても、歯科衛生士および保健関係者による歯磨き指導が行なわれており、集団的指導の中で

フッ化物配合歯磨剤の効果的な使用法を伝える機会があることが確認できた。
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３．歯磨剤の使用状況

本研究においては、歯磨剤の使用は幼児期あるいは少年期前期（小学生）より開始されるこ

とが多く、使用を開始する時の指導者は母親が最も多かった。フッ化物配合歯磨剤の効果的な

使用法として、乳歯の萌出直後からフッ化物配合歯磨剤の使用が推奨されている5）が、保護

者はフッ化物によるう蝕予防の正確な知識が乏しいことが報告されている21）。幼児期からの

習慣として適切に歯磨剤を使用できるように、妊産婦期から低年齢児を持つ母親に対して、正

しいフッ化物配合歯磨剤の使用方法を周知することが有効と考える。

2 群に分けた比較では、フッ化物配合歯磨剤を使用している者の割合は、「知識のある群」

のほうが「知識のない群」より有意に高かった。しかしながら、フッ化物イオン濃度がわから

ない者の割合は、「知識のある群」のほうが「知識のない群」より有意に高かった。厚生労働

省は、 1 ,000～ 1 ,500ppmの高濃度フッ化物配合歯磨剤に関して、「 6 歳未満の子供には使用

を控える」「 6 歳未満の子供の手の届かない所に保管する」という注意書きを記載することお

よびフッ化物のフッ素としての配合濃度を直接容器に記載することを義務付けている22）。し

かし、 1 ,000ppm以下（950ppm等）のフッ化物配合歯磨剤に関しては、配合濃度の記載が義

務づけられていない。小児やその保護者を対象とした先行研究では、使用中の歯磨剤のフッ化

物イオン濃度に関してわからないと回答した者が多く、パッケージに配合濃度の記載がないた

めに、わからないまま購入している可能性を示唆している23）。本研究の「知識のある群」に

おいても、必ず記載される「高濃度フッ素 1 ,450ppm配合」の表示は認識できたが、

1 ,000ppm以下（950ppm等）のフッ化物配合歯磨剤は「フッ素配合」の表示あるいは薬用成

分の表示のみであったため、配合濃度がわからないまま使用していた可能性が考えられる。さ

らに「知識のある群」は、フッ化物が配合されている歯磨剤を見分ける能力は有しているが、

フッ化物配合歯磨剤の効果的な使用法についての理解が不足しており、フッ化物イオン濃度に

はあまりこだわらず歯磨剤を使用しているのではないかと推測する。本研究対象者の「知識の

ある群」においては、歯磨剤を自分で選択して使用している者が 4 割に満たなかったことを

踏まえ、学生自らがフッ化物イオン濃度を意識して歯磨剤を選択することや、配合濃度の記載

がないものは調べるといった行動につながる教育を卒前に行なう必要がある。また、フッ化物

イオン濃度に対する意識の向上およびフッ化物配合歯磨剤の適正な使用方法の周知には、すべ

ての歯磨剤の容器および外部のパッケージにフッ化物イオン濃度が記載されることが望まれ

る。

４．歯磨きの状況

フッ化物配合歯磨剤を用いた歯磨き回数は、 1 日 2 ～ 3 回と頻度が高いことが望ましいとさ

れている5）。平成28年歯科疾患実態調査において女性の20～ 24歳のみでみると、毎日歯磨き

をする者のうち、 1 日 1 回が11.5％、 1 日 2 回が57.3％、 1 日 3 回以上が30.2％であった24）。

本研究では、 1 日の歯磨き回数について全体で、「 1 日 1 回」が 0 名、「 1 日 2 回」が59.5
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％、「 1 日 3 回以上」が40.5％であった。全員が 1 日 2 回以上の歯磨きを実行しており、歯

科衛生学生の口腔内を清潔に保とうとする意識の高さが伺える。 2 群に分けた比較では、 1

日 3 回以上歯磨きする者の割合は、「知識のある群」のほうが「知識のない群」より有意に高

かった。さらに、歯磨きのタイミングについて、昼食後に磨く者の割合は、「知識のある群」

のほうが「知識のない群」より有意に高かった。歯科衛生学生を縦断的に追跡した研究におい

て、昼食後の歯磨き習慣が入学時から 3 年次にかけて増加したことが報告されている。また、

流しなどが整備されている歯科衛生士養成校では歯磨きが実行しやすい環境であるとも述べて

いる7）。本研究の対象者が在籍するM大学では、歯科衛生学生が使用するフロアに広い洗面化

粧台と鏡が設置されており、歯磨きが実行しやすい環境が整っている。歯科衛生教育によって

口腔内を清潔に保つ意識が高まり、環境も要因となって、昼食後の歯磨きが習慣化した可能性

が考えられる。本研究の結果は、先行研究を支持するものであるといえる。

フッ化物配合歯磨剤のう蝕予防メカニズムは、歯磨き終了後に口腔環境に保持されたフッ化

物イオンによる再石灰化と酸産生抑制効果であるといわれており、フッ化物配合歯磨剤の応用

効果に影響する因子として、歯磨剤の使用量、歯磨き時間、洗口回数ならびに水量が挙げられ

ている25）。フッ化物配合歯磨剤の効果的な使用法として、対象者の年代にはフッ化物イオン

濃度 1 ,000～ 1 ,500ppmのものを 2 cm程度使用することを推奨している。そして、歯磨きは

2 ～ 3 分間行ない、歯磨き後の洗口は10～ 15mLの水量で 1 回のみとしている5）。本研究に

おいて、歯磨剤 1 回あたりの使用量、歯磨き時間、歯磨き後の洗口回数、洗口 1 回あたりの

水量に関して、フッ化物配合歯磨剤の効果的な使用法に沿って実践している者の割合は「知識

のある群」のほうが「知識のない群」より高かったが、有意な差はみられなかった。また、飲

食を避ける時間は、「知識のある群」のほうが「知識のない群」より実践している割合は低か

ったが、有意な差はみられなかった。「知識のある群」は、歯磨き後の洗口回数が「 1 回」の

者が21.0％、洗口 1 回あたりの水量が「10～ 15mL」の者はわずか3.2％であった。本調査実

施後の 1 年生に、フッ化物配合歯磨剤の効果的な使用法に沿った歯磨きを体験する授業を試

みた。歯磨き後に15mLの水を計量して 1 回のみうがいを実践したが、学生は水量の少なさに

驚いており 1 回のみのうがいでは満足いかないようであった。歯磨き後の洗口に関しては、

推奨されている洗口回数・水量がわかっていても実行しにくいのではないかと推測する。この

ように歯磨き後に十分な水量で洗口して洗い流したい人のために、 1 回目磨きはプラークなど

の除去、 2 回目磨きはフッ化物応用を目的とするダブルブラッシング法が提案されている5）。

荒川26）は、これからの日本の課題は、フッ化物配合歯磨剤の適正な使用方法の周知で、口腔

内に供給されたフッ化物をできるだけ長く口腔内に留めておく方法をアドバイスすべきである

と述べている。フッ化物配合歯磨剤の効果的な使用法を普及することを想定し、歯科衛生学生

に対して、将来歯科保健指導の場において適切に情報提供できる教育が必要である。

本研究における限界として下記が挙げられる。本研究においては、使用しているフッ化物配

合歯磨剤のフッ化物イオン濃度を450ppm（500ppm）と回答した者が 1 名存在した。回答し
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た者は低年齢児と歯磨剤を共有している可能性が考えられる。今後の研究においては、低年齢

児との同居の有無等を調査項目に入れることを検討する必要があると思われる。

Ⅴ．結　論

M大学短期大学部歯科衛生学科の歯科衛生学生においては、フッ化物配合歯磨剤および歯

磨剤の教育を受けている学生は、教育前の学生と比較して、フッ化物配合を意識して歯磨剤を

使用している者、歯磨きを 1 日 3 回以上実施する者、昼食後に歯を磨く者の割合が有意に高

かった。フッ化物配合歯磨剤および歯磨剤に関する教育は、歯科保健行動としてよい変化が期

待できることが示唆された。しかしながら、フッ化物配合歯磨剤および歯磨剤の教育を受けて

いる学生は、教育前の学生と比較して、使用している歯磨剤のフッ化物イオン濃度がわからな

い者の割合は有意に高かった。学生自らがフッ化物イオン濃度を意識して歯磨剤を選択するこ

とや、フッ化物イオン濃度を調べるといった行動につながる教育を検討する必要があると考え

る。歯科衛生学生の歯科保健行動の向上ならびにフッ化物配合歯磨剤の効果的な使用法を普及

することを想定し、フッ化物配合歯磨剤に関する教育をさらに充実させる必要がある。
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